
裁判員時代の法教育におけるゲーミング・シミュレーションの可能性と展望 
 

会場：青山学院大学６号館１階模擬法廷 
日時：2010 年 3 月 28 日(日)14 時-17 時 
 
企画趣旨： 
目下、法教育への関心が高まっている。そこで問題になっているのが、法教育の「担い手」

(教諭かリーガルプロフェッションか、あるいはその他か)と「教材」(どのような教材を用

いるか)の問題である。ゲーミングによる法教育は、この 2 つの焦点を乗り越える展望を示

唆している。また、法教育へのゲーミングの導入は、リーガルプロフェッションが小中高

の教員に一方的に教授するのではなく、法曹養成教育などにも応用できる、協働のための

土壌となる可能性を秘めている。本シンポジウムでは、法教育の手法としてのゲーミング

に着目し、その発展と課題について議論する。具体的には、小学校、高等学校の教員の立

場から、法教育にゲーミングを取り入れる際に期待する内容や条件などについて話題提供

を受け、さらに法教育およびゲーミングの開発に従事する研究者、法教育全般に関わって

きた研究者から、それぞれゲーミングの可能性について指定討論を行う。 
 
パネリスト： 
・守屋博三（名古屋高等学校） 
 「高等学校における法教育：ゲーミングを用いた授業の経験から」 
・新井竜太郎（大阪市立諏訪小学校） 
 「小学校においてゲーミングを用いた法教育をする上で乗り越えるべき課題」 
 
ディスカッサント： 
・井門正美（秋田大学） 
・江口勇治（筑波大学） 
 
司会：久保山力也(青山学院大学) 
 
◆参加方法 
 無料。会場の都合がありますので、下記の連絡先に事前にお申し込みください。 
◆参加申し込み先 
 久保山力也 rikiya26＠hotmail.com （＠を半角に） 


